











先生は, ご専門の財政学についてお名前の通り ｢博識｣ でおられた｡
古今の古典, 名著に通じ, 院生の質問にはいつも文献を紹介されながらお答えに






ベル経済学賞受賞) の名著 『財政学入門』 (深沢実監訳, 文真堂, 1973年｡
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生はいつも ｢私は添削しているだけだよ｣ と謙遜されていたが, 多くの留学生に慕
われたご様子からは, 言葉の壁を越えて先生の熱意が伝わっていることを感じた｡
そうしたお人柄から, 先生の主宰する大学院博士課程の演習には, 宇田川璋仁
横浜国立大学名誉教授 (現 千葉商科大学大学院プロジェクトアドバイザー), 日




そんな先生だが, 唯一 IT は苦手とされ, ｢私はメールとかネットは駄目だから,
連絡は手紙で頼むよ｣ と仰っていた｡ 図らずも先生への最後のご連絡もハガキであっ
た｡ 次回の演習の予定をご案内したところ, 独特の特徴ある文字で ｢次回は出席の
予定です｣ とのご返事を頂戴した｡ 体調も良好なご様子で, 次回の演習ではお元気
なお姿を拝見できるものと安堵した矢先の訃報であった｡
多くの院生に慕われ, 誰よりも真摯な研究者であり, 熱意ある教育者であった岡
本博司先生の業績を永く讃えるとともに, 賜った学恩に衷心より感謝申し上げ, ご
冥福をお祈りしたい｡
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